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日ごとに暖かさの増す今日この頃ですが、皆様におかれましては忙しい毎

日をお過ごしのことと存じます。 

当コミュニティ会議は、新花巻市誕生の翌年 平成 19 年 4 月に設立されて

から 16 年が経過し、地域住民にも認知されてきているところであります。

田瀬の人口は過去の記録を見ますと昭和６年 10月には最も多い 1692人で

した。新花巻市誕生の平成 18 年 4 月には 611人、令和 5年 2 月末には

401 人となり、ピーク時の 4 分の 1 に減少しております。この大きな人口減少、少子高齢化

が地域の大きな課題となっているところであります。 

昨年の当コミュニティの活動は、新型コロナによる制約を受ける中、「田瀬のみのりまつり」

をはじめ予定どおり事業を進めることができました。地域の皆様の参加協力に深く感謝申し上

げます。 

さて、今年の３月「若者や女性の事業への参加者や企画・運営への協力者が少ないことにつ

いての対策」について花巻市と各コミュニティ会議との協議の場があり、いろいろ意見が出た

ところであります。当会議の活動においても若者や女性の参加が少ないことから、新年度は参

加者増のため地域の皆様のご意見・ご助言をお聞きしながら事業を進めてまいります。 

最後に本年度こそ新型コロナウイルスが完全に終息し、予定どおり事業ができますことを願

うとともに、田瀬地域全体が盛り上がるように皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

田瀬地域コミュニティ会議 

会長  菅 原 勇 一 

 

 

 

令和５年度より資源ごみは、業者に運び込むことになりました。第１回目を４月１８日(火)に市の

トラックと小倉の門岡さんの大型トラック、軽トラ２台で北上市の業者・㈱エコに搬送しました。搬

送した資源ごみの量は、紙類（新聞、段ボールなど）1,840 ㎏ アルミ缶 260 ㎏ スチール缶 20

㎏ ビールびん 3本でした。皆様のご協力に感謝いたします。 

次回は８月８日(火)を予定しておりますので、８月５日ごろまでに指定の場所まで、搬入ください

ますよう、よろしくお願いいたします。 

今後とも、資源ごみの回収にご理解、ご協力をお願いいたします。 

田瀬地域資源回収推進協議会 
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令和５年度始まりました 会長挨拶  

★第 1回『資源ごみ』搬送作業を行いました 

㈱エコにて、積み下ろし作
業です。ちょうど昼休み時
間にかかってしまいました
が、特別に搬入させていた
だきました。 

積み下ろし
作業は、ク
レーンを使
って。 



 

 

4 月 15 日(土)、振興センターにおいて、令和 5 年度田瀬

地域コミュニティ会議総会が開催されました。来賓として東

和総合支所長代理(地域支援課長)伊藤潤氏、花巻市議会 内舘

桂議員のご出席をいただき、ご祝辞をいただきました。 

代議員、役員合わせて 26 名の出席により、令和 4 年度事

業実績報告及び収支決算・令和 5 年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について審議され、それぞ

れ原案のとおり承認、決定をいただきました。なお、令和 5年度の事業計画の概要は次のとおり

となっております。 

 

 

 

※令和４年度田瀬地域づくり事業実績の報告です。地区のみなさんのご協力、ご理解をいただいて、

このように実施することができました。感謝申し上げます。 

 

部 会 事 業 概 要 決 算 額 

総務企画部 ・地域づくり推進事業（賠償責任保険加入、視察研修ほか） ３90 

生活環境部 
・自家水道水質検査料助成 ・「田瀬の笑顔」ごみ収集カレンダー作成 ・白土壁画補修 

・第 9 回田瀬湖一斉清掃&ごみ川柳大会 
460 

保健福祉部 
・介護教室開催 ・マジック教室開催 ・緊急入院用品支給支援 ・紙おむつ等支給支援 ・AED 設置 

・健康教室開催 
494 

産業振興部 
・田瀬のみのりまつり開催 ・あやめ圃場管理・ミニトマト苗購入助成 ・わかさぎ放流助成 

・ピザ窯作成 
712 

建 設 部 ・田瀬湖周辺景観整備・「ようこそ田瀬へ」看板裏面整備・市道黄金沢線側溝整備  753 

防 災 部 ・発電機オイル交換・横断幕更新・車両マグネット設置・作業安全講習開催（チェーンソー講習会） 372 

教育振興部 ・生涯学習推進運動 ・砥森山登山道作業道整備  ・さわやかウォーキング開催 293 

事 務 費 ・事務局運営費 946 

合   計 4,420 

部 会 事 業 概 要 予 算 額 

総務企画部 ・地域づくり活動(自治会活動保障 ・先進地視察研修ほか) ５１８ 

生活環境部 
・自家水道の水質検査助成 ・「田瀬の笑顔」ごみ収集カレンダー作成 

・白土壁画補修・資源ごみ運搬助成 ・第 10 回田瀬湖一斉清掃＆ごみ川柳大会開催  
７００ 

保健福祉部 
・介護教室開催 ・マジック教室開催 ・緊急入院用品支給支援 

・紙おむつ等支給支援  ・健康教室開催 
２２０ 

産業振興部 
・田瀬のみのりまつり開催 ・あやめ圃場管理 ・ミニトマト苗購入助成  

・炭窯活用プロジェクト設立 ・ピザ窯作製 
８００ 

建 設 部 
・舘跡周辺景観整備 ・旧きたんちゃ下法面整備事業 ・市道黄金沢線側溝整備 

・県道除草作業事務手続き支援 
４５０ 

防 災 部 
・消防用黒長靴整備 ・熱感知火災報知器設置助成 

・ポータブルソーラー充電器設置 ・防火、防災訓練開催 ・電池不要防災灯設置 
４７０ 

教育振興部 
・生涯学習推進運動 ・砥森山登山道作業道整備 ・安倍貞任隠れ岩景観整備 

・さわやかウォーキング開催 
３８０ 

事 務 費 ・事務局運営費 ８８２ 

合   計 ４，４２０ 

★ 令和５年度田瀬地域コミュニティ会議総会開催 

令和５年度 田瀬地域づくり事業計画概要 

 

 

（単位：千円） 

【令和４年度 田瀬地域づくり事業実績】 

 

（単位：千円） 



 

 

田瀬の贋金づくり その３ 

 

【後日談】 

松島の瑞巌寺に匿われた肝いりの源助と巳之助は、松島の多くの島の

中の福原島より仕事をもらい、そこに住んだそうです。田瀬の大事件も

忘れられた明治 8 年（1875）に巳之助はひっそりと田瀬に帰りました。

源助は島に留まり、そこで生涯を終えたといいます。瑞巌寺から南部源助禅定門という戒

名をいただいたということです。徳司は行方不明でしたが、風の便りに山城の国にいると

いううわさがあって、息子の源作が三年の歳月をかけて京都方面を探しましたが見つけ

ることはできませんでした。 

龍太ですが、処刑の前日に首切り松に近い中通の矢崎家に役人の一行が草鞋を脱いで

休んだ時、龍太は登丸篭に入れられたまま庭先に留め置かれましたので、夜分にひそかに

カルが会いに来たといいます。矢崎家の家人は不憫に思い、二人に別れの杯を持って行き

ました。龍太には塩おにぎりと三切れのタクアンをあげました。この時、龍太は家人にお

礼をいい、私の造った贋金には髪の毛が通る小さな穴がありますと、贋金の見分け方を教

えたといいます。弘化元年（1844）6 月、龍太はその生涯を終えました。その首は一カ月

の間、首切り松の下に晒されました。 

宮守から人首に抜ける街道にある首切り松は、不気味だからと人々から避けられ、夕方

や夜は通らないようにしていましたが、田瀬ダムが完成して県道が上に移設されたので、

持ち主の手によって伐採されました。 

【註】 

◇龍太以外の登場人物にはそれぞれ屋号（姓）がありますが、子孫が特定されますので記

載しません。 

◇松島に福原島は存在しませんが、現在では本土と橋で結ばれている福浦島という比較

的大きな島があります。この島のことでしょう。源助の墓碑が見つかれば確実です。 

◇第一回のあやめ祭りが開催された昭和 55 年の春、遠野の菊池勇治という元校長が、南

部古銭研究会の会員で、龍太の調査で田瀬を訪れ語った話を筆者が聞き取り、それを基

にそれぞれの所在を調査した結果判明した物語です。 

<谷内村郷土誌第十章兵時民警察 465 頁に記録あり> 

◇処刑前夜の話は、矢崎家に伝承されている話です。矢崎家では今でも三切れのタクアン

と塩おにぎりは人には出さないそうです。 

 

首切り松のあったと思われる場

所です（？） 

現在も調査中です。 

異聞 
田瀬の歴史 第 1７回 



田瀬地区の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

                           
 

 

行政区 
世帯数 

人  数 比 較 

（２月末） 男 女 計 

田瀬第１ ６８ ８１ ９0 １７１ ― 

田瀬第２ ２８ ３１ ３４ ６５ ２人減 

田瀬第３ ７２ ７３ ８８ １６１ ２人減 

計 １６８ １８５ ２１２ ３９７ ４人減 

※花巻市住民登録人口集計表を基に作成しています。 

 

 

５月の行事予定 

⚫ 胃がん検診  ５月１２日（金）  

受付時間（6：30～8：30） 

⚫ 各部会     各部員にお知らせいたします 

６月の行事予定 

⚫ 特定健診  ６月８日（木） 

⚫ 教振・生涯学習推進協議会  

 

すべてのお問合わせ先 

田瀬地域コミュニティ会議 事務局電話 ４４－５２８１まで 

（令和５年３月末現在）

zzai ）在） 

◎ 熊に注意 ◎ 
気温があがり、田瀬地内でも熊の出没

情報があります。 

これから、山菜採りや農作業をする場

合、なるべくひとりでは山に入らないで

ください。 

音の出るものを持参するなど、周りに

十分気をつけて行動して下さい。 

 
 

 

令和 4 年５月より、花巻市の地域おこし協力隊として活動している赤

津有美さん（東和町百ノ沢在住）が、田瀬地内においてノリウツギの採

取を行いました。赤津さんは、成島和紙の制作・和紙製品の開発等を中

心に活動をしています。 

今回は和紙を漉くとき、原料の楮（こうぞ）の繊維をつなぐノリのよ

うな役目をするノリウツギを栽培するため、新芽の採取をおこないまし

た。 

事前に当振興センター敷地内・農村公園に 3 本あることや、いこいの

森付近にもたくさんのノリウツギが自生していることを確認しており、

採取には、岡山県合同会社伝統工芸木炭生産技術保存会の 2人と北海道

大学の院生、石鳥谷町横田さん（横田樹苗）他が参加しました。 

挿し木用の枝を採取して、約 600 本の苗を作ったそうです。紙すき

に使えるようになるには約 50 年かかるうえ、伐採や鹿の被害により、

少なくなっているようです。今後も、赤津さんの活動やノリウツギの生

育状況などお知らせしていきます。 

地域おこし協力隊 赤津有美さんノリウツギ採取  

地域おこし協力隊の赤
津有美さん。 

農村公園で、ノリウツギの採取 
ノリウツギの花です 
アジサイの仲間、 
開花期 7 月～9 月 


